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１ 調査概要
【調査対象者】
平成29年4月1日現在，本市に住民基本台帳を有し，以下の①から⑥の条件のいずれかを満たす，平成
11年4月2日以降に生まれたお子さん及び保護者

①身体障害者手帳を所持している 218人
②療育手帳を所持している 434人
③特別児童扶養手当を受給している 881人
④障害福祉サービス受給者証を所持している 817人
⑤特別支援加配保育士の配置を受けている 228人
⑥義務教育の年齢で，市立学校の特別支援学級または特別支援学校に在籍している 731人

【調査方法】
自記式アンケートを対象者に郵送（⑤のみ各園から手渡し）し，返信用封筒での回答を求めた。

【調査時期】
平成29年5月

【調査回答】
９１２名（回収率54.8％）

合計1,664人※①～⑥の重複者を除いた実数
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２ 調査結果
①回答者の属性（n=912）

年齢

乳幼児（0-5歳） 215 24%

義務教育（6-14歳） 569 62%

15歳以上（15-17歳） 128 14%

性別

男性 615 67%

女性 285 31%

無回答等 12 1%

手帳所持

身障手帳 139 15%

療育手帳 284 31%

精神保健福祉手帳 30 3%

身障・療育両方 43 5%

②障害名・診断名（複数回答，n=912）

一般事項

2%

3%

11%

4%

6%

57%

31%

9%

0%

7%

12%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

視覚障害

聴覚障害

肢体不自由

音声・言語/そしゃく機能障害

内部障害

発達障害

知的障害

発達の遅れなど

診断なし

その他

無回答
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③障害の指摘年齢 一般事項
障がい区分 対象者数 平均年齢 最少年齢 最大年齢

視覚障害 21 0.3 0 5

聴覚障害 27 0.8 0 10

肢体不自由 101 0.3 出生前 4

知的障害 281 2 0 15

発達障害 520 3.1 0 14

介護者

④支援の必要性(n=912)

必要 618 68%

不必要 275 30%

無回答等 19 2%

合計 912 100%

④－１ 主な介護者(n=618)

父 24 4%

母 499 81%

祖父 1 0%

祖母 11 2%

兄弟姉妹 1 0%

その他 3 0%

無回答等 79 13%

④－２ 主介護者の身体的
健康状態(n=539)

④－３ 主介護者の精神的
健康状態(n=539)

良好
47%

やや良好
29%

やや不調
19%

不調
4%

無回答等
1%

良好＋やや良好 ７６%

やや不調＋不調 ２３%

良好
38%

やや良好
31%

やや不調
23%

不調
6%

無回答等
2%

良好＋やや良好 ６９%

やや不調＋不調 ２８%
３



介護者⑤ 主介護者の就労状況
(n=539)

常勤 137 25%

パート 167 31%

自営 32 6%

就労していない 175 32%

その他 23 4%

無回答等 5 1%

⑤－１ 就労していない理由
(n=175)

必要がない 39 22%

必要あるが就労できず 118 67%

休職中 16 9%

無回答等 2 1%

⑤－２ 必要あるが就労できず・休職中の支援者
その理由(複数回答 n=134)

子の介護 65 49%

支援者の心身不調 39 29%

保育所等に入れない 5 4%

子以外で介護等が必要 10 7%

その他 35 26%

無回答 1 1%

求職中・就職予定あり・職業訓練 10
精神不調・体調不良 7
妊娠 1
就労は負担が大きい 4
送迎に時間がかかる 1
身体をあけておきたい 1
子どもをしっかりみたい 3
職場に迷惑がかかる 1
解雇 1
在学中 1
年齢的にきつい 1
リフレッシュ期間 1

６２％

計134
（76％）

【⑤-2 「その他」内訳分類】

7%(n=912)
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⑥相談先の有無（n=912）

ある
93%

ない
5%

無回答等
2% ⑥－２ 相談機関（複数回答）

満足
37%

やや満足
48%

やや不満
9%

不満
3%

その他
1%

無回答等
2%

⑥ー３ 相談先の満足度（n=852）

満足＋やや満足 ８５%

やや不満＋不満 １２%

相談状況

家族／親族 623 73%

保護者仲間 265 31%

友人／知人 346 41%
県立療育福祉センター 300 35%

医療機関 347 41%

訪問診療／訪問看護／訪問リハビリ等 23 3%

保育所／幼稚園／学校 475 56%

入所している施設 13 2%
市役所 91 11%

市教育委員会 60 7%

障害者相談センター 36 4%
相談支援事業所 125 15%

障害福祉サービス事業所 277 33%

民生委員/児童委員 4 0%
その他 38 4%
無回答 1 0%
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福祉サービス⑦福祉サービス利用状況（n=912）

利用している 393 43%

利用していない 503 55%

無回答 16 2%

⑦－２ 福祉サービス未利用理由（複数回答 n=503）

必要性がない 196 39%

利用を断られた 6 1%

身近にサービスがない 31 6%

利用料が負担 30 6%

職員の対応が良くない 9 2%
希望の支援が得られない 35 7%

専門性が乏しい 17 3%

年齢等により利用不可 11 2%

特に理由はない 88 17%

制度を知らない 112 22%

その他 87 17%
無回答 23 5%

⑦－１ 過去の利用歴（n=503）

ある 113 22%

ない 315 63%

無回答 75 15%

利用予定あり 11
保育所・学校等で満足している 8
入院・施設入所中 8
必要がない 3
児童クラブ 3
習い事 3

利用意向あるも断念か(のべ43人)

空きがない 8
本人が行きたがらない 13
本人に合わない 6
預けるのが不安 5
時間があわない 2
運転できない 1
仕事で送迎できない 4
手続きが負担 1
金銭面 1
赤ちゃん連れでは利用不可 1

利用予定・利用意向今のところなし
(のべ36人)

利
用
意
向
あ
る
も
断
念
か

のべ139人

【⑦-2 「その他」内訳分類】
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通園・通学・通所状況と満足度⑧－１ 乳幼児（n=215）
満足度

保育所 168 78% 92%

幼稚園 23 11% 91%

市ひまわり園 9 4% 67%

児童発達支援 102 47% 97%

園庭開放／子育て支援センター 5 2% 100%

日中一時支援 3 1% 67%

その他（盲学校/ろう学校/若草養護学校等） 11 5% 82%

無回答 13 6%

⑧－２ 義務教育（n=569）

⑧－３ 15歳以上（n=128）

満足度

通常の学級 345 61% 70%

特別支援学級 353 62% 82%

特別支援学校(寄宿舎含む) 89 16% 82%

訪問教育 3 1% 67%

放課後等デイサービス 223 39% 93%

日中一時支援 41 7% 93%

その他 30 5% 87%

無回答等 17 3%
満足度

高等学校 50 39% 88%

特別支援学校(寄宿舎含む) 72 56% 89%

訪問教育 1 1% 100%

放課後等デイサービス 30 23% 90%

日中一時支援 18 14% 72%

その他 5 4% 80%

無回答等 9 7%

利用率

利用率

利用率

７



サポートファイル
⑨所持状況・活用状況（n=912）

所持 384 42%

未所持 179 20%

存在を知らない 331 36%

無回答等 18 2%

活用している 135 35%

活用していない 245 64%

無回答等 4 1%

⑨－１ 役に立った場面（n=135）

45%

44%

31%

19%

25%

9%

30%

4%

19%

1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

1.医療機関にかかる時（主治医が変わる時）

2.就園/就学/進学の時

3.保育所/幼稚園/学校で学年や担任が変わる時

4.親族・知人に子どもを預けるとき

5.サービス利用時

6.小学校等で個別支援計画を立ててもらう時

7.仕事に就く時

8.特になし

99.その他

無回答

16%

25%

40%

38%
10%

28%

4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

1.書き方がわからない

2.使い方がわからない

3.記載するのが負担

4.記載する時間がない

5.役に立たない

99.その他

無回答

⑨－２ 活用していない
理由（n=245）

42%

56%
44%

12%

35%
31%

38%

20%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

全体 乳幼児 義務教育 15歳以上

所持率

活用率

前回 所持率19%
(n=636) 活用率36%

８



インフォーマル⑩隣近所との交流（複数回答 n=912）

19%

16%

1%

7%

65%

20%

1%

1%

29%

19%

5%

15%

58%

18%

2%

2%

9%

11%

2%

13%

59%

23%

2%

5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1.子どもの遊び相手がいる

2.子育て等を話し合える人が

いる

3.子どもの世話を頼める

4.地域行事への誘いがある

5.挨拶をするくらい

6.ほとんど付き合いはない

99.その他

無回答

乳幼児

義務教育

15歳以上

⑪自主的な集まりへの参加（n=912）

参加している
16%

参加していない
83%

無回答
1%

前々回(n=292)   参加33％
前回 (n=639) 参加20％
今回 (n=912)    参加16％

９



防災意識⑫住んでいる家の建築年（n=912）

昭和56年以降
66%

昭和55年以前
12%

把握していない
20%

その他
1% 無回答等

1% ⑬住んでいる場所は津波や浸水の被害が
起こる地域に含まれるか（n=912）

含まれる
44%

含まれない
41%

知らない
14%

無回答
1%

⑭地震時に避難する
場所を決めているか（n=912）

決めている
71%

決めていない
24%

避難先の情報

がない
4%

その他
0%

無回答等
1%

平成28年度防災対策部意識調査
（浸水区域世帯対象，持ち家者のみ）
昭和56年以降 41%
昭和55年以前 24%
分からない 5%
無回答等 29%

平成28年度防災対策部意識調査
（浸水区域世帯対象）
決めている 70%
決めていない 29%
無回答等 1%

平成28年度防災対策部意識調査
（浸水区域世帯対象）
含まれる 78%
含まれない 7%
知らない 15%
無回答等 1%
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ニーズ⑮今後進めていくべきもの（優先度が高いものを3つ以内，n=912）

全体
n=912

乳幼児
n=215

義務教育
n=569

15歳以上
n=128

在宅サービスの充実 12% 12% 12% 13%
放課後/休暇を過ごす場所の充実 ⑤ 24% 24% ⑤ 26% 16%

職業訓練/就労支援の充実 ① 44% ⑤ 27% ① 47% ① 59%
社会参加の機会づくり 11% 8% 11% 14%

相談やサービス利用調整等の窓口整備 17% 17% 15% ③ 27%
グループホーム/入所施設の充実 9% 2% 8% ④ 24%

障害の理解啓発の推進 ② 40% ② 36% ③ 41% ② 38%
ボランティアの育成 1% 0% 2% 1%
住宅環境の整備 4% 3% 3% 8%

保育所/幼稚園の充実 10% ④ 29% 5% 0%
学校教育の充実 ③ 39% ③ 34% ② 46% 20%

在宅医療の充実 2% 6% 1% 1%
専門的な療育を受けられる施設の充実 ④ 36% ① 47% ④ 35% ⑤ 22%

バリアフリー推進（道路・交通・公共施設など） 5% 5% 5% 3%

年代別内訳
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自分らしく暮らせているか⑯自分らしく暮らせていると思うか（ｎ=912）

思う
36%

やや思う
46%

やや思わない
12%

思わない
3%

無回答

3%

思う＋ややそう思う 82%
あまり思わない＋思わない 15%

⑯－1 年代別

乳幼児
n=215

義務教育
n=569

15歳以上
n=128

思う 49% 33% 27%

やや思う 36% 49% 52%

やや思わない 7% 13% 15%

思わない 4% 3% 2%

無回答 4% 2% 5%
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３ まとめ
○何らかの障害や発達の遅れ等を有する18歳未満の児童の保護者等に対して

調査を実施した。

○介護が理由で就労できない保護者が全体の7％（n=912）いた。

○相談先があると答えた人が9割にのぼり，満足度は高かった。

○福祉サービスの利用者は半数近くいたが，利用したくてもできない人や、制度

を知らない人もいた。

○通園・通所機関への満足度は高かった。

○サポートファイルは活用の機会がまだ少ないことがわかった。

○防災に関する意識が不十分であったり，対策を講じていない層があった。

○今後のニーズとして，「職業訓練/就労支援の充実」「障害の理解啓発の推進」

「学校教育の充実」「専門的な療育を受けられる施設の充実」の希望が多い結

果となった。

次期計画へ反映させるとともに、取組みを行っていく
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